芥川龍之介の『鼠小僧次郎吉』の表現――式亭三馬との比較―― by 佐藤, 美加
芥川煎之介の『凪小僧次郎吉』は、
大正九年一月の『中央公論』
三十五年一号に掲載され・翌年三月発行の『夜来の花』に再錢された。
執筆は、
大正八年十一月二十四日付の小島政二郎宛也簡に、
「頃来凪小冊次郎吉を柑さ居る
J
とあるから、
大正八年十一月半
ば頃であっ 同宙簡にまた次の様な記事がある
。．．
，
9．． 
•江
戸詞始末に了へずつくづく森の石
松の
御苦ヽ心に
想到したりあ．
の詞へ批を打ちし事全く増長悛のなす所と大に後悔
．
．． 
•
•
ここに引かれた『森の石松』と
は、
大正八年七月の『三田文学』
．に掲載された小島政二郎の作品の事である。
これは小島の大正期
のものと
して
は、
秀作との評価を受けているが、
発表当時芥川は
この作品 江戸詞 不満があっ
たらしい。『森の石松』は、『鼠
．
・
小佃次郎吉』に比べ
る
と会話文の嚢も少なく、
会話部分は通常の
作品と同様に、
地の文の中に組み込まれ、その会話もス
トーリー
．の進展を助けるだけで、
言葉による登場人物の性格表現までには
至らず、
言葉のスタイルよ
りもその内容に重点が囮かれている。
＇『凪小俯次郎吉』は三段構成を成し、中心となる第二段の胡麻
の鈍事件は、
全て次郎吉の琵りで展開してゆく。
また第一段、
第
三段も、場所、
時間、
人物などを設定する部分を除き、やはり会
話によっ，て構成される。『臥小陪』の第二段の次郎吉の役割に相当する、
＂芥川の所謂王朝物と呼ばれる
作
品の語り手は、
作品の中
心である事件の語りと同じ言菜
を用いない。
この事を考えても、
『凪小僻』における話じ言菜がいかに重要な要素になっているかが分かる。
こ
の従来とは異なったスタイルで『凪小憎』を舒こう
とした所に、芥川の苦労が存した。
「江戸詞始末に了へず」と言
った芥川の苦心はどういう点 あ のだろう 。
一登
場人物の言葉 特徴
） （ 
⑫郎吉の鳩合
第一段、
第三段で、
次郎吉は話し相手の改代
てめえ
町の裸松に対し、
自称に「おれ」、
対称に「手前」を用いる。
ま
わたし
た第二段の越後屋誼吉と道づれになる場面では自分を「私」、
重
••お主へ
おめえ
吉を「御前さん」と呼び
胡麻の鈍事件後は瓜吉を「御前」と呼
式亭三馬との比較
芥 川 龍 之 介 の
『 鼠 小 僧 次 郎 吉 』
佐藤美加
の 表 現
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まえ
めえ
ぷ。同じ場面で、宿の亭主には「
お前」、「御前さん」を用いろ。
この間、聞き手の子分を意識している場面での呼称は、第一、三段と同じであろ。相手と
場面に
応じて、対称は勿論、自称も変え
0
ー鼠小償次mt吉』の本文及びベージは初出籟誌
J
てゆく
（r中央公論Lによる。ルピは？来の花』による。
．
もう一点、次郎吉の
言
葉の特徴的な表現に「の」があろ。この
「の」は、・「年よりの云ひぐさぢや無えが、やつばり昔が恋しいの。一（七氏）「さうか。さう聞き
や無理は無えの。」（た正）「
こ
の胡麻の蝿
は、評判の鼠小僧とか云ふ野郎ださうだの。」（か比
．．）
などの様に、活用語の終止形につい
て
文末に用いられるものと、
「迎は賽の目と党悟をきめの、とうとう旅鴇に身をやつしたが、なりは手前も知つての通り、結城紬の二枚重ねに一本独鈷の博
― 
多の帯、道中差をぶ こんでの 革色の半合羽
に」
（社こ「一し
よに酒を飲んでゐたと思や、忌々しくもなつて来ての、あの野郎の手が」（記）
などの様に、文中の文節について軽く感動
の意を表わすものとが
ある。次郎吉の言葉の用例が最も多く、前者が四例、後者が三二
・例ある。前者の用例は全て会話の形で展OOしていろ部分に、後者
は第二段で子分に説明している部分に用いられる。次郎吉以外では、前者の用例が重吉に一例、宿 若者 一例ある。特 後者の用法 「語調をやわらげる」働きがあり、「打解けた言い方であろから
、あら
たまった談話には用いない」（后翌楼呼で闘訂）
ニー
）
(O
頁
と言われていろ。
會代町の裸松の場合
裸松の話しの問き手は、常に次郎吉で
わ
っち（
お）を(2え）
ある。自称は「私」、対称は「御前さ
ん」
を用いる。
対布は
まえ
めえ
『夜来の花』で 、第一段では「お前さん」、第三段では「御前さん」となっているが 昭和二年九月発行の岩波の全集で
は、
（お）めえ「御前さん」に統一されろ。また、「ございます」表現は裸松の他に、重吉、宿の亭主、番
頭が用いる。裸松の場合は、
．． 
「岡場所なんぞの寂れ方と来ちゃ、まろではのやうでこぜえますぜ。」
（t氏）「あの位な大泥坊は、つひぞ聞か無えちゃとぜ
ー
えませんか。」（←を
7 
の様に「ザイ」を「ゼー」と発音す
ろ
。一
わっし
賃後屋重吉の湯合
次郎吉と道づれの場面では、自称が「私」
であり、鼠小個の名を編る場面で
は「おれ」、同じ
場面での対称
てめえ
が「手前」となり、相手は番頭や馬子半天であろ。そして化けの
わっL
皮が倒げて後は 再び自称を「私」に戻す。道づれの場面で次郎吉に対する呼びかけに「旦那え」を用いるのも特徴的であろ。
また⑥で触れた「とざいます」を重吉は、
．
ー
ニ
）
「これで
も
越後屋重
吉
と云ふ小閻物渡世でとざりやす
。」(
O
頁
」（品）
「へい、何とも申し訳はCざり
やせん。
の様に「マ」を「ャ」と発音する。これは、
「この雪ぢや明日の路は、とても捗が参りやせんから
Ll
．「
この街辺を上下しやすから、菩かれ悪しかれいろいろな噂を
ごl-
）
知つて居りやすので
1(•
一頁
という様にも使われる。
．
て之ヘ
届のヰ主の場合
次郎吉に対しての自称
は「手前」である。
「
Cざいます」表現は、
’
「さぞまあ、御驚きでCざ
いましたらう。が、御路用その外別
に御紛失物もなかった は
、せめてもの御仕合せでとざ
いま
す。」（生亡
．
と最も槻準的な発音をする。また、接頑語の「御」
や、
「致
す」
「下さる」などの敬
話表現も妥当である。
て2ぇ
⑪蕃頭の場合
自称は、次郎吉に対して
「手前」、宿の者に対
して「おれ」
を用いる。また
、重吉を捕えている時の
対称は「う
．ぬ
」、重吉が凪小僧の名を尉った時は「おぬし」となる。番頭は立場上宿の者逹を相手にする場合は、
「さっし0
る」の
・命令形の変化した形の「さっし」を用いる。・「
こんな胡麻の蝿も、今に却羅を経て見さつし]年止）「お
ニー
）
．．． 
． 
い、早く御草駐を持つ
て来さつし。」（九
頁
同時に次郎吉に対しては、「御草
駐」「御笠」「御合羽」と不自
．然
なま
での敬話表現をする。
更に、他の登場人物には見られない特異な表現として「Cざい
．ま
す」表現に相当すろ、
「ある」の意の「げす」が二例、
ーニ
）
．． 
九
頁
「尤も好いH梅に竺も
暗れた
やうでげすが」（
「どうも’
ーニ
．． 
大した盗つ人ださうでげすな。」（九只）
「ます」の略形「
す」が一例、
ーニ
「上手の手からも水が漏ろす。」（八n)
の様に見える。
この番頭の口癖に「ほんによ」がある 番頭、馬子
半天、若者
の会話の中で、話し手が混乱
し
そうな所にこれを用い、
それが番
頭であることを
はっきりさせる。
岱子半天の場合
自称
は「おら」であろ。重吉への
対称は
、
めえ
重吉を捕えた時は「うぬ」 悪事を編る時は「お前さん」となる。また、馬子半天は文末に「ぺい」を用いる。それは、
ニー
）
．．． 
「おらが後の粟畑へ、突つ立つてゐろが好かんべい。」(lin
ーニ
）
．．． 
六頁
「何が胡麻の釧がえらかんべい。」（
と、「べい]の上の「
る」が撥音と
なろ場
合と
、
．．
．．．． 
「お前さんと云ふ人は、何
たる又悪党だんぺいこ
ニー）「横
七只（ 
山宿の勘太と云っちゃ、泣く児も黙るおらだんぺい。」C土）
と
、断定の助動詞「だ」 音便化し、
「だん」と
なっ
たもの
に
「
ぺい
」がつく
場合との二つが
ある。この「ぺい」は、江戸の一
般庶民の言葉ではな
く、
田舎言菜として
用いられた。
層の若者の場合
自称は無いが、厖吉の願り
がばれた時には、
重吉を「うぬ」と呼ぶ。番顕と同様に、
この男にも口癖があり、
「違え無え」を二箇所に用いる。
以よ0人3で見てきた様に、七人の人物はそれぞれ他の人物と
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は違った特徴のあ
る話し方をし、立場に応じて、自称、対称を使
い分ける。『鼠小伯』を場面によって分けると、①汐留の怜宿
、
②筋籠屋までの道中及び胡麻の蝿軍件、③重吉を捕えた直後、④阻吉が悪事を願ろ所、⑤軍吉の化けの皮が剥げた所の五つが考えられ、この場面によって 同一人物の言葉も変えられる。従ってその
話形は、・登場人物の数より多く、言葉の爵、表現の仕方によ
って、話
しの主を明確に区別し、また同じ言い方でも殺妙に発音
を変える。この点が『鼠小佃』
を、
，変化に
富
む非常に面白い作品
としている。
特に第二段で次郎吉は、
m
件の中の自
分と、その印件を子分に
聞かせている自分との
召菜を迎え、重吉を始め、自分を含めたそ
の他の登場人物を客観視する。第二段始めから次郎吉は他の登場人物に対し「Sやが
る」を頻発する。これは特にぞんざいな言い
方で、これによって第一段末で次郎吉
の言う、「とんだ御茶番」
(：-)が、第二段でその通りに展開す
ることを
、聞き手の子分、
八
頁
或
い
は読者に感じさせる。芥川は、登場人物の一人一人に違う話
し方をさせることによ
って、その人物の性格や、更には話柄の特
質までをも捉え 成功した。
二江戸言葉の工夫‘,ノ( 
江戸の話し言葉を作品中に忠実に写すことによって場面を活写
した作家の一人に、江戸末期の戯作者、式亭三馬がいる。彼の作品のほとんどが会話
によ
って構成され、中でも代表作の『浮棋風
呂』『浮世床』は、多くの登場人物に、当時のあらゆる言菓のスタイルを語らせる。先に挙げた、芥川が『凪小冊次郎吉』で用いた特徴的な宮葉も多くこの中に含まれる。その典型的なものを次に挙げる。
◎
「＼の」の表現
次郎吉の話し言葉の特徴の一っ
であったこ
の「の」は、『
浮世風呂』にも非常に多く見られる。文末に用い
られた例は、
「どうじ
ゃ番頭どの。だいぷ寒くなったの」（
m
が匹）「ヲ、
ヲ、悪
いおとつさ
んだ究」知記）「ヲ，ャ、しよにんな子だ
の」（対0上JI)＇「そんならきつと五日だの」
(-i
ぷ祀，
とあり、文中に用いられた例は
「あのの、あのの、あ
す
この内の階子での、傘を持てギツクリ
とにらんだら 、紐公めヱ、とヲん
と落たァ，.
.喘さうな顔をし
たつけが5、おばさんが、強い／＼。」（印JtIE)「おいらが所じゃアの●皆がの、源之助 贔屈だからの、お屋敷へもの、上方へもび、源之助の絵斗貿て上るよあの5」. gか さういふもんだから 。野郎どのもよく孝行にし
て売貿を精出すは
な。毎日商から伺りにはの。何かしらン竹の皮へ買て来ての。サア、かAさん、一ツあが
れと、一合ツヽも寝酒をのませるし
ニー上）
の
」
（
三
四
頁
など多くある。後者の例は前者に比べて話し手の野となっているものが多い。『凪小憎』においてへ前者の例は次郎吉以外の登場
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．人物にも見られ
たが
、・後者の例は全て
次郎吉が語る。
この
点で
「の」の二つの用法は、『浮世風呂』の場合と一致する。また話しの性格の違
いも「の」の用法の違いに反映している。前者は挨
拶や相槌など 短い言葉に用いられるが、後者は説明的な長い話しに用いられる。こ 用
法も『鼠小僧』の場合と同じである。
もう一っ、「の」に並列の用法がある
。『鼠小僧』では、一箇
所であるが
、
．
「やれ府中で
土蔵を破ったの
、やれ日野宿でつけ火をしたの、
ニー
）
．． 
やれ厚木街道の山の中で巡礼の女をなぐさんだの」（
七
頁
と伎われる。この例が『浮世
風呂』に
．
罰1上
「夜伽に参るの、イヤ何のかのと」
（六五頁）
とあり、また
『浮世床』にも、
．
・「
悪ヂヤリす
な5、あばずれぢやびと、」（咋ti正）「障子を
(Mn
忌
張るの、腰張をするの、屏風を招へる
のと云つても、」
.
」
．（
--l
m
記
「どういふ思召だの、どうかさしったらうのと、
と｀
見える。これは現在でも普通に使われる。
.®
了ぺい」の表現
これは
『浮世風呂』三編の自序に
••
•••
• 
ことしも高をとりながく 吾嬬訛の関東べい。ぺい／ヽ詞が密
．． 
けぺいなら
、借ても三編つん出すぺい、と害林の欲心増長して
三1上
需る事頻
なり。
（
一七
三頁
）
いて
、二人の女が次の様な会話
．口
とあ
り、また、「OO東べい」
につ
をする。
．．
．． 
．． 
「担また
関東ぺ
．いじゃ
9
どうしぺい、斯しぺい、行ぺい、帰る
．． べいとは、掬見とうむないナ
ア」「そ
れ
もネ。万葉渠とやらその
下
べし
外神さまの時分の本にネ。へいノ＼詞があるとさonとは可と
・・
・・
ゆくぺしかへるべし
いふことで、行ぺい、帰るぺ
いは、可行、可帰といふ詞て、い
。」(-―
ニ酎記）
．． 
までも万葉 やら 野よ
みは、ぺい詞を遺ふさうさ
更に『四十八癖』には、「OO東訛と江戸訛との差別」として、次の様にある。
．．．
．．．
． 
0往ぺい0帰るぺ 0よかんぺい
0わるかんぺい
・・
これら
おの（関東なまり也江戸なまりにあらずをりふし江
戸者のいふは田舎詞をたはふれにつかひ来りしなり
0よか
んぺいわるかんぺいは
＇
よかるぺしわるかるぺしの約也（「訂正）
この様に三馬に特筆された「
S
ぺい」は
、
．江戸言葉の中でも印象
深いも であった。がさつな田舎者の馬子半天には、この田舎呉く、下品な言葉が適している。『浮世風呂』にも『浮世床』にもこの表現は多く、この言菓を使う人物は、品が悪く、調子者である。『浮世風呂』には、
「が
せうぎ
にかつつかんだらおっちぬベヱ。土埋たら鰻死て、
芋にでもなる～いが、」
（
g祖）「何曾をかけべぃが解ぐ気
は無かどさ、おぎやり申せば弁慶は、御大将の事だあ物、随分
．． 
謎を解ますぺい。そ
んなら謎を解ますぺい。そんなら謎をかけ
べぃか」(”記）
・
「何お
め
へ方
が
笑ふ応芹。」
（
i-ゴ巳
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0「オ
イ
」↓「エー」
．． 
「つええ」
とあり、
『浮fil床』には
•••• 
「を主
をよせたらば、さぞしかるだんぺい」(E01記）「好業
•••• 
ニー下
ニー下
•f 
.. 
になるだんぺ
い
」（
一六四口）「
ム、よ
かんぺい」（一八ご只）
と見える。
⑪「Sさっし」の表現
命令口関の番頭の
言菜で
、『凪小佃』
には二箇所に見られるが、三馬の作品の中には、「さっし」の前身である「さっしゃ 」と共に多用される。『、浮
棋風呂』には
・・・
前1上
「堀の内さまを信心 つ 。
J
(五八
直）「何所もけがは
しなさ
虞1上
．．． 
んねへか」「夫見
さつし。」（
五八
R)「nウ／＼、用毛をぬら
忠し。」
（
四11
上
頁）「
ヲ
イ、番公
。三十二文貸が官」
（詞酎1
上頁）
とあり、『浮枇床』には
「髪居には罪が重てへぜ。nレ見ざ6レ。」（匹品）「ぬ●が
． 
毎日呼あるくことをそこで云つて さつし」(5生胆）「猫といへ
ばこの猫を見なし。」
(5品）「ヤ、熊公来ざ6し
」
(31上
）
四二頁．
と見える
。『鼠小俯
』
には「見さつし」と「来さつ
し」だけであ
．る。後者の例は少なく●『浮世床』には「見さつし」が多い。
＠「とざ
います」の表現
これは、裸松、重吉、宿の亭主がそ
それぞれ「Cぜえます」「Cざりやす
」「とざいます」と発音し、
番頭は「げす」を
用い
、使い分ける
。「Cざいます」表現は『浮
世風呂
』
全紺
に
亘るが、発音の微妙9述いを登場人物が使い分け
ていて特に面白いのは、第四編男勝再編
である
。ここでは番頭は
「Cざいます」、とび八は「とぜへ
ます」、鉄畑作は「Cぜへや
す」、兄角と点兵術は「とざります」を用いる。誼吉の「とざりやす」は『浮世床』初編上の髪五郎が用いる。この様に三馬は一つの宮菜を徴妙に使 分けて 登場人物にし
ゃぺらせる。この方
法を芥JIIは参考にし
たのであろう。ただし
、「
江戸末期から明治
にかけて、芸人や
通人、醗人の閻に用いられる
ことが多か
った」
（
r
芸碍）「げす」は三馬の作品には発見できなかった。
⑪「Sす
」
の表現
「です」の省略形「す
」は、『凪小僧』で
ニー
）
は番取の言葉 一箇所 「上手の手からも水が話るス。」（八只とあ
る
のみであるが、『浮世床
』
には幾つか見える。
．
「おらアいそがしくて見ずにしまふス」
（→Ql酎）「色項は女
[57 
の方から惚れてく
れるから、妥で妙ス。」（デ巴か）「てん/\
-
で身じん
ま
くをするがいAご(-ぷか）
◎発音の問囚
三馬の作品全てに亘っているので、一っーつ例
示しないが、江戸語とし
て芥川が発音を工夫し
ている
ものを『凪
小俯』から挙げておく0「アイ」↓「エー」
「見ねえ」「間きねえ」
「御覧なせえ」「変ら無
え
」
0「
アエ
」
↓「エー」
「た
だでせえ
」
「こてえられなかった」
「三年前」．ぇ」
．．
「ねなせえ」
．． 
「つ
かめえて」
．．
．
「日の目せえ」「盗人にせ
「日にゃ」
．
． 
0「ウア」↓「アー」
「程があらあ」
0「イア」↓「
ャ」
「事にや」「それよりや」
きやしめ
えし」＇「尻押しにや」
．． 
0「エア」↓「ヤ」
「ものぢ
や」「見りや」「かうな
っちゃ」
「思や」「鼠小個と云や」
一一
，
三馬鰭作品との関係
⇒ （ 
痛めつけられた重吉が、大悪党を配る時の言葉を抜き出す。「やい、やい、やい、こいつらは飛んだ奴ぢやねえかえ。誰だと思っ
て嚇言をつきやがる。かう見えても、こ
の御兄さんはな、
日本中を股にかけた｀ちつとは面の売れてゐる胡麻の蝿だ。無面目にも程があらあ。うぬが土百姓の分在で、利いた風な御託を並ぺやがろ。」（生も「へん こけが六十六部に立山の話で
＇も
聞きやしめえし、頭からおどかしを食つてたまるものかえ。
これやい、眠む気
ざま
しにや勿体無えが、お
れの素性を洗つて
や｀
るから、耳の穴を掻つぼじつて聞きやがれ。」（←を「へん、
このCつぼう人めら、手前たち 怖はがるやうな、よいよいだ
·とでも思やがったか。いんにやさ。唯の胡麻の蝿だと思ふと、
相手が違ふぞ。」（とを
•この部分と非常によく似た台詞が『浮乱風呂』にある。相手を間
紐
紐
5
心
小
E
)
違えて生酔にかみつかれたいさみが次の様に言う。
．．．．．． 
•□
「i乳なんだ、此Cつぼう人め。四文一台、湯豆腐一盃がせ
．．
．．
．．．．
．．
きの山で、に、に、濁酒の粕食め。と
んだ奴じゃァねへかい。
「き
••••
••••••
••
•.• 
誰だと思つ
てたはことをつきやアがろ。二日の初場ツから大州
日の夜半まで、是計もいざァ云た
事のね
へ東子だ。ナア、斯う
••••• 
云ちゃァしちもくれんだ
けれど」「インニャサ、おめへまでが
おつかじめる事アねへはな。此方は大体な事ア
りやうけんして、••••••• 
らんころがうんこを踏だやう 面で通さアな。無面目も程があら
ア
。何虞の釣瓶へ引か＼った野
郎か、水心もしらねへ泡ア吹
••••
••••••••.••
•••••
•••• 
ア。コレヤx入六十六部に立山の話を閲アしめへ
し、あたまつ
．．．．
．．．．． 
o
頂ー下
からおどかしをくふもんかへ」(10二頁）
『凪小僧』の重吉の言菜がこの部分から取られたのは明らかであろ。また、「誰だと思つてたは
ことをつきやアがろ」に続いて自
分の正体を明かし、「無面目にも程があらア」に続いて相手を非難する点など、言い回し
もよく似ている。恐らく芥川はこの部分
から、可能な所は
その
まま取り、違う所は『鼠小僧』の話しに即
して
咎き変えたのであろう。
また、このいさみの言葉を受けて生酔が、「コレ、酔やアし
ねへぞ。酔たと思たらほんの事
たア
、当
が違
前1下
）
ふ
ぞ
。」(
-g
頁
と言うこの部分は、重吉の言葉の「相手
が違ふぞ」に相当する。
••••• 
更にこの生酔を指して 「ぼくねん人ャイ」
(FQ]E)と囃
し
立
てろ子供達 言葉 『鼠小僧』では、この部分より少し前の、次郎吉が菰吉の事を子分に説明すろ「あの越後屋重吉と云ふ木念人が」（午
）
という
所に使う。
-76-
また、露吉
の言葉に
、「手前たちを怖はがるやうな、よいよい
�だとでも思やがったか」と言うの
がある。この「よいよい」は本
来中風病み
の俗称であるが、ここでは病気を指すのではなく、閻
抜けとか馬鹿の意である。前者の例は、『浮慎風呂』前編巻之上の冒頭に、豚七と
い
う男が、「よいよい」として登場する
。
これ
を後者の意で用いた例が『浮世床』に、
•••• 
「熊さんの
よい／ヽ、熊の馬鹿や。くまの馬鹿や」
とあ
る。『鼠小佃』の用法はこららで
ある。
）
初ー・上
（
五四口
．
ヽ、二階の番か
銭楊に来た生酔が、二階の番に向かって、「ム
団1下）
.0 
.. 
「番は番頭まで功を経ねへのだナ。」（八六頁
と言う場面がある。「功を経」の表現は二緬巻之下にも見えるが、直接参考になったの
はこららで
あろう。『鼠小僧』では、これを、
重吉を純り
上げた時の番頭の言葉に使う。
「ほんによ、こ
んな胡麻の蝿も、今に劫穎を経て見さつし、
」
ニー
）
（
四
頁
前掲の「耳の穴を掻つぼじつて聞きやがれ。」と
言う震吉の言葉
と類似の表現が、同じ
く三馬の『酪酎気質』に．‘
「ナンダト聞えねへとか。その筈だア
骨がらみが。こうらアは
いて酒聾になりやアがつて。ャイ橘の上で買つてもらっ 金
の
.......... 
oooooooo 
耳掻が四文／ヽで。耳の穴をかつぼちつて。有がた＜聴聞しろ]
あくたい上戸
（上八七七頁
と見える。
余り
の大位に愛想をつかした次郎吉が重吉に次の様に声
を
かけ
る
。「おい、
越後屋さん。いやさ、重吉さん。つまら無え冗談は云
は無えも
のだ
。御前が鼠小僧だなどと云ふと
、人の好い田舎者
は本当にするぜ。それぢや割が縣からうが。」（←胆）
この言い方は『浮世風呂』の次の場面に似ている。とび八が越後の雪の話しを途方もなく誇張して話している所に来合せた鉄俎作が、また一眉大袈裟に雪女の話しをする。それを聞いたとび八が、
．．．．
次の様に鉄泡作を戒める。
ほんとう
「作公。頷はつかねへもんだゼ。たま／＼実説の事を
いつても
諮て呉ねへ」（評記[)
字句を全く同じくはしないが、とび八が声をかけるタイミング、その言い回しが似ている。
順序は前後するが、次郎吉と重吉が宿についてからの場面を考
える
。「へヘ、古い洒落だが与右衛門の女房で、私ばかりかさねがさ
わー」などと云つてゐた内は、まだ好かったが、銚子が二三
本も並ぶやうになると、目尻を下げて、鼻の脂を光らせて、しやくんだ顆を乙に振つて、「酒に恨が数々Cざるつてね、私なんぞも旦那の前だが、茶屋酒
のちいつとまはり過ぎたのが、飛
んだ身の仇になりやし
た。あ、あ
だな湖来で迷はせるつ。」とふ
るへ声で唄ひ始めやがる。
全一―
―-m)
-77-
この直吉の言葉の最後の「あだな潮来で迷はせる」は、吉田精一氏の注釈
（
ぶ翡器詮』
a m )
によると、「荻城県潮来地方の
民謡の潮来節の一節」とあるが、私の見た限りの潮
来
節には、こ
の一節はなかった。も
っと
も潮来節は
、江戸中期の大変な流行歌
で、様々な歌詞があったらしい
から、その中
にこの一節を持つ潮
来節があるかもし
れない。しかし、少なくとも芥川は潮来節を実
際に見聞きして、ここ
に入れたのではあるまい
。『浮世
床』に、
•9 
....•... 
ムなひ阿2
Tす
て、こ
すて、こ
t 
・「
婉絲な潮来で迷
はせる
でかたび
す
こてん
ニー下
）
． 
ばが
ァ
うは
＇
ツ
。孔明七星坦
に風を
祈
るツ
」（
一七五
頁
とあるからであ
る。芥111は卜宦きを含めた文句と、
•
閲
子
を取る
「ア
」
と、謡いを表現する文末の「ツ
」
に至るまで、そっくり取
っている。
またこの様な謡いを「おつに
」と
表現した部分が、『浮
世風呂
』
には、
「拐の中でおつな声がすろぜ」「ほんにナア」「あれは座頭の
奸町）
坊が来たから
、大かた仙台浄瑯璃だらう」（
とあり、この役に奇妙な浄瑠璃が始ま
る。
また『
浮世床』には、
「あれは下越後あた
りか
ら出る培女の唄だの
」「さうさ
」
「お
ニー下
． 
． つな唄だ
ナ
ア。
」
（
一七一n
)
とある。「おつな
」
とは、「薔通と異なっている。一風変わって
いる
」
(r芯庄s
)の意である。
その前に、あれこれと国吉が沿稽な文句を並ぺる中に「古い洒
落だが」
という言菜がある。
「洒落」と称した沿稽な文句の多い
-78-
『浮世床
』
にこの句は見えぬが、『辰巳婦言』にある。
「猪牙で来なさい。に
たりはおそい。ヲヤふさつても鯛といふ
衷固阻
か
子
。」（翌笠�）
『浮惧風呂』で流行歌と言うと、しばしば潮来節が引かれる。芥川は三馬を意讃してここに潮来節を引いたかどうかは確言できないが、国吉には
いかにも相応し
い歌である。
登場人物の口爵について
は前に述ぺた様に、番頭は「はん
によ」、
若者は「違え無え
」
を用い、話しの出だしにはいつもこれをつけ
る。この「ほんによ
」
を口野とする人物が『浮世床』に登場する。
飛助が
．．．．
．．．． 
「ホンニョ。酔つていふぢやアねへけれど、
ホンニョ。也が世
なればこそ、おれが居 やるのだ。」（立豆い）
「それで
も内の
．．．．
．．  
奴等は不足ださうよ ホンニョうまるめへ。ホンニョうまらねヘぢやアあんめへ
か。」(gがE)
と「＊ンニョ
」
を連発してしゃべる。「退え無え」は、口癖の例
は見つからなかった
が、一宮で相槌を打つ場合に使う。『浮世床』
こ
‘
しげヘ
「悟つて見ればそんなものかい
」
「違ねへ」
(gaい
）
「泊る
S1下
）
ら辺
．
九三
頁
あてに他所をかせぐの
さ」「さうさ。違ねへ」（
とある。今一っ、相槌を打つ場合、次郎吉は第一段で「虚は無え
」
こ
）を使う。これも、『浮枇床
』
に幾つか例がある。
（八
日
．．．
． 
初
ー
よ
「発で開けねへから罰もあてねへ さ」「位アねへ。」
（二七頁
「ワンとでも泣いてくれりやア、見せ物師に売つてお釜を起すに
」
「
かとかな～。」
（
心孟）
次郎吉
は、スビード感のある話し万として、前述の「Sの」の
他に、四箇所で「Sたと思ひねえ」を用いる。
••
•••• 
「菅笠をかぶつてゐたと思ひねえ。」（←を「酋の中を八王子
•.
. 
。
... 
．まで辿りついたと思ひねえ。」（←土）「いきなり逆にひつ損め
えて、捻り上げたと思
ひ
ねえ。」(-―＿記）「うすつ暗え梯子の中
ニー
）
．．．．．． 
段へ足を止めたと思ひねえ。」（八頁
ある動作に区切りをつけ、次へ話しを進めてゆく時に用いる。この例も『浮枇床』に、
「幽置松が所の葬礼
返りから、あい
つが所へかつくらはしたと
・
・
・
・
初ー
上
）
思ひねえ
」
（
二
六
員
．
とあり、また少
し丁寧な言い方であるが『浮世風呂』には、
．．．．
「袴羽織で吉の野郎を五種香にして年至物を持せて出たと思ひ
三9下
）
．．． なせへ
」
（ニ
ニ
ニ頁
と見える。
以上の様に『凩小僧』には三馬の作品からの引用が非常に多い
。
芥川は三馬の作品から特徴のある言莱や表現を抜き出し、それらを『凪小僧』の登場人物にうまく割り当てて用いたのである。
以下、『凪小僧』と共通する表現の幾つかを列挙する。．
〇刷毛先 少し左へ曲げた水髪の髪を吹かれ 度
に
、（た氏）
これは、いさみはだの男の髪 描写が次の様な卜書きにある。
r浮世風呂}
（
四ー下二
九
，ロ
．． 
たばねとは油を少し
もつけず水髪に結ひて、たばをふつくりと
••.• 
出し「はけさきをばらりとちらして「まげの一を上の方にそらして結ふなり。(L註旧乎ず
）
0ぢぢむさく髭ののびた馬子半天が（佑）
．
この「 い」は次の一一例が指摘される。
••.•• 
r 
!!::世凧
「身じんまくをよくすれば、じゞむさくもなく、」（
ニ
ー
上
•.••• 
r浮世
這{-五只
）「じじむさい女房を持居る者も損だよ」（初ー中
翌頁
）
0子分子万のものばかり や無え、
(1
応）
．
J. 
この「 」は一例ある。
．．．． 
「子分子万が有余て
を売た代にやア、土地を離れても姉御だよ
。」1，7 
r浮世鼠呂」
）
（
三1
上
二0;
＾
ーニ
0こりや火吹竹を得物に
した、宿の若え者が云った事だ。（六n)
この「火吹竹」は二箇所に見え
る。
． 
．．． 
「其拍子に薬鑓がぶつくる返ったから、茶釜も火吹竹も灰だら
r浮世凪呂
」
．．． 
けョ。
（
―[ー屯＃
fi)
「御免な菜箸火吹竹。」（
四
1
上
二
） 
四一頁
次郎吉は、璽吉を捕えた同じ場面で、番頭を「薬罐頭」と呼ぶで、或いは前の例にある「棠靖」が関係あるかもしれない。
―― 
0おれが盆奥座の上の達て引きから
．（
九
頁）
この「達て引き」 一例見える。
「熱の白兵衛殿との立引なんぞときたら」
（ 如 ）
・
「 た て ひ き 」 は 意 気 地 で 張 り 合 う
こ
とで、この前には、江戸と大
阪の侠客の話しがある。0おれはいくらとんちきでも、兎に角胡麻の蝿だとは思つてゐた
）
一三
ヵ ら （
一
頁
この「
と ん ち き 」
は次
の 様 に 見 え る 。
.
.
. 
」 （
ニー下
世
記胆）
「向三軒両隣のつき合をしらねへ
と ん ち き だ 。
． ． ． ． 
一向しき
な ト ン チ キ だ ぜ 。 」
「余程博磁な者だと思つたら、
） 
r 浮 伐
E
(．
B1上
三五頁
0 寓 々 鎚 小 僧 位 な 所 だ ら う 。 （ 生も
．
この「馳小僧」は、大盗人の鼠小俯に対して頂吉を馬鹿にして言う言葉で
ある。鍵と凪の対比は次の様にあるが、或は習恨化した
言い万かもしれない。
「 凪
こ っこ、総こ
っ こ ヲ す る や う な 手 つ
き
をして、
」
・ (
r
呻 ば 』
） 
七二頁
0へヘ、何時になつても
ひ つ て ん だ 。
ひつてん」は貧乏の
意 で あ る 。
「
r
浮
世
各 で ん
・
「いかに貧乏でも百位
な 銭 は あ ら う ぢ や ア あ ん め へ か 」 （ 初 1 上
年 す ） 「 忠 で ん な 所 芯 店 合 我 だ 。
」
（ ぢ 望 ← 。 日 ）
r 辰 巳 婦 言
ひ つ て ん さやく
「 か く 哉 あ ら じ と 未 至 通 の 貧 乏 客 」
（発語
五 〇 ナ
頁
）
gま
とめ
『 鼠 小 憎 次 郎 吉
』の
文体の工夫
と話しの展開の仕方は、『奉教
人 の 死 』 に 似 て お り 面 白 い
。江戸言葉の駆使は文体に変化をもた
店
再 掲 『 凪 小 俯 次 郎 吉 』『 浮 世 瓜 呂 』
日 本 古 典 文 学 大 系
大 正 ) 0 年三 月
昭 和 五 八 年 ― 一 月
岩 波 困
＇ 
『中央公詰 』
らす一方で、三馬作品と同様の話し言葉による性格描写を可能にしたが、そ
の上芥川は作品全体を調和の取れた整合性を保つよう
に 構 成 し 、 こ
こ に 並 々 な
ら
ぬ苦労の跡が偲ばれる。
ただ気になるのは
、 第 二 段 の 山 楊 で 、 『 浮 世 風 呂 』 の 一 節 を そ
のまま引用している事であ
る 。 こ の 引 用 は 王 朝 物 の 場 合 と は 違
い 、
そ の 典 拠 を 阻 し た ま ま の 引 用 で あ
る 。 作 品 の 中 の 誼 吉 は 後 ろ め た
く 思 い な が ら 鼠 小 竹 の 名 を 盗 み
、本物に逢っては何なく化けの皮
を 剥 が さ れ る 小 盗 人 で あ っ た 。 芥 川 が 他 の
作 品 の モ チ ー フ や 言 菜
を無断で併用し、批間がそれに気づかず持て囃すのを平然と受け止めていたならば彼は将に大胆不敵な大盗人であり、逆に何らかの後ろめ
たさを感じながら窃かに行なっていたならば小盗人であ
る 。 本 詞 で は 表 現 の 典 拠 の 指 摘 に 終 っ た が 、 ど う や ら こ の 作 品 で様々に工夫されている表現の衷には、主題そのものが阻されている 様 で あ る 。
な お 、 歌 舞 伎 お よ び 『 鼠 小 僧 実 記 』 と の 比 較 に つ い て は 稿 を 改
め
る
。
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